
て
の
活
動
は
新
規
加
入
者
を

迎
え
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
こ

と
③
現
在
の
教
育
行
政
の
歪

み
を
正
す
こ
と
も
高
教
組
の

重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ
で

第
１
回

代
表
者
会

あ
る
こ
と
、の
３
点
で
し
た
。

○

私
た
ち
の
取
り
組
み
は
、

協
議
事
項
は
、
組
織
強
化

機
関
会
議
の
決
定
事
項
に
基

・
拡
大
の
取
り
組
み
や
年
度

く
。
そ
の
具
体
化
は
主
に
、

当
初
の
取
り
組
み
、
２
０
０

本
部
執
行
委
員
と
各
支
部
の

９
年
度
末
人
事
異
動
、
全
教

支
部
長
・
書
記
長
か
ら
な
る

共
済
、
今
年
度
の
主
な
取
り

「
代
表
者
会
」
の
協
議
に
よ

組
み
等
で
し
た
。

っ
て
練
ら
れ
て
い
ま
す
。

○

○

代
表
者
会
は
通
常
、
月
１

本
年
度
第
１
回
代
表
者
会

回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
予
定
で

は
４
月
４
日
に
開
催
。
そ
の

す
。

４
月
１
日
付
け
の
組
織
人

す
。

と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た

冒
頭
で
、
平
井
秀
治
執
行
委

第
２
回
は
４
月
２
４
日
。

数
は
、
昨
年
よ
り
退
職
等
で

新
組
合
員
を
迎
え
た
分
会

め
に
は
長
崎
高
教
組
を
大
き

員
長
は
３
つ
に
絞
っ
て
挨
拶

協
議
し
て
ほ
し
い
事
項
や
要

６
８
人
の
減
少
で
ス
タ
ー

は
次
の
通
り
で
す
。

く
強
く
す
る
こ
と
が
必
要
で

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容

望
等
が
あ
れ
ば
支
部
役
員
や

ト
。
ま
ず
は
一
刻
も
早
い
回

長
崎
商
業
１
、
鳴
滝
（
通
）
す
。

は
、
①
代
表
者
会
は
高
教
組

本
部
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

復
が
待
た
れ
る
な
か
、
３
日

１
、
鳴
滝
（
昼
）
１
、
波
佐

昨
秋
の
全
員
集
会
で
確
認

運
動
の
仕
掛
け
を
論
議
し
策

ま
で
に
８
人
の
新
し
い
仲
間

見
３
、
島
原
翔
南
１
、
鹿
町

し
た
内
容
に
沿
っ
て
、
全
て

＊
写
真
は
代
表
者
会
の
方
々
＊

定
す
る
場
で
あ
る
こ
と
②
全

を
迎
え
ま
し
た
。
該
当
分
会

工
業
１
。

の
取
り
組
み
を
組
織
拡
大
に

の
出
足
の
早
い
取
り
組
み
に

教
育
労
働
に
自
信
と
誇
り

繋
げ
、
元
気
を
職
場
に
取
り

２
２
３
人(

同
２
４
１
人)

、

と
答
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
県
教
委
は

学
び
、
他
の
分
会
も
取
り
組

を
持
つ
た
め
に
は
、
職
場
で

戻
そ
う
。

再
任
用
は
全
職
種
合
計
で
９

１
５
以
上
ク
ラ
ス
加
配

｢

来
年
度
閉
校
と
な
る
学
校

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

自
由
闊
達
な
話
が
出
来
る
こ

３
人(

同
８
６
人)

で
あ
る
こ

打
ち
切
り

の
養
護
教
諭
を
減
ら
さ
な
か

と
が
県
教
委
折
衝
に
よ
り
明

今
回
の
人
事
異
動
に
つ
い

っ
た
り
、
離
島
の
学
校
の
芸

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

て
の
現
場
か
ら
の
集
約
の
中

術
な
ど
必
要
な
と
こ
ろ
に
教

ま
た
、管
理
職
任
用
で
は
、
で
、
少
人
数
指
導
の
た
め
の

員
の
配
置
を
行
う
た
め
に
、

民
間
校
長
は
新
た
な
任
用
は

加
配
措
置
が
１
５
ク
ラ
ス
以

１
５
ク
ラ
ス
以
上
の
加
配
措

な
く
、
副
校
長
は
鳴
滝
通
信

上
の
学
校
で
１
人
減
ら
さ
れ

置
を
一
律
に
２
人
か
ら
１
人

と
佐
世
保
中
央
昼
間
で
増
え

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

に
減
ら
し
た
」
と
説
明
し
て

ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

い
ま
す
。

教
頭
は
登
用
試
験

第
１
期
１
６
人

４
月
１
日
付
け
の
人
事
異

通
勤
の
解
消
な
ど
を
求
め
て

の
う
ち
で
１
２
人
が
異
動
し

人)

，
特
別
支
援
学
校
で
１

教
頭
（
登
用
試
験
第
１
回

動
で
は
県
立
学
校
全
体
で
７

い
ま
し
た
。

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す

５
人(

同
１
４
人)

、
養
護
教

受
験
）
は
新
た
に
１
６
人
が

１
１
人
が
異
動
し
ま
し
た

内
示
後
の
折
衝
で
県
教
委

(

前
年
度
は
提
出
者
１
８
人

諭
１
人(

同
１
人)

、
実
習
教

任
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内

(

前
年
度
は
７
２
１
人)

。

は
、特
殊
事
情
に
つ
い
て
は
、
中
異
動
７
人)

。

員
５
人(

同
５
人)

、
事
務
職

訳
は
、
県
教
委
か
ら
８
人
、

｢

特
殊
事
情
説
明
書｣

が
提
出

員
は
現
業
職
か
ら
の
任
用
替

現
場
か
ら
７
人
、
学
部
主
事

高
教
組
は
特
殊
事
情

さ
れ
た
事
例
の
う
ち
８
５
％

え
６
人
を
含
む
１
０
人(

同

か
ら
１
人
と
な
っ
て
い
ま

な
ど
の
考
慮
を
要
求

に
つ
い
て
配
慮
し
た
こ
と
、

１
１
人
、
任
用
替
え
８
人)

、
す
。

高
教
組
は
、
人
事
異
動
に

夫
婦
同
居
に
つ
い
て
は
１
１

栄
養
教
諭
３
人(

今
年
度
よ

副
校
長
を
増
や
し
た
こ
と

つ
い
て
の
要
求
書
で
、
本
人

５
人
に
つ
い
て
配
慮
し
た
こ

り
採
用)

で
、
合
計
７
９
人

に
つ
い
て
県
教
委
は
折
衝
の

や
家
族
の
健
康
な
ど
に
か
か

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

新
規
採
用
は
７
９
人

で
し
た
。

中
で｢

管
理
強
化
の
た
め
で

わ
る
特
殊
事
情
や
夫
婦
同
居

ま
た
、
自
己
推
薦
制
度
に

新
規
採
用
は
、
教
諭
が
高

一
方
で
臨
時
採
用
に
よ
る

は
な
く
、
３
課
程
の
と
り
ま

に
つ
い
て
の
配
慮
、
長
時
間

つ
い
て
は
、
提
出
者
２
０
人

校
で
４
５
人(

前
年
度
４
３

欠
員
補
充
は
全
職
種
合
計
で

と
め
な
ど
が
必
要
な
た
め
」

YOUKOSO KYOUKOSO KOUKYOUSO YOUKOSO KYOUKOSO KOUKYOUSO

声：「総合共済はとてもよい保険な

ので、職員に加入をすすめていて、

今までに何人も加入してもらってい

ます。」（五島支部・Aさん）

：「思っていたより早く給付され

たのでびっくりした。共済があると

助かります。」（退職者・B さん）

(昭和38年8月12日第三種郵便物認可）毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞
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波佐見などに続き高教組を大きくしょう

すすむ組合加入

す
べ
て
の
分
会

で
取
り
組
み

元
気
を
出
そ
う
■長崎高教組 第８１回定期大会■
○日時：６月２６日（土）
○場所：大村（予定）

＊各支部の支部長、書記長及び分会の代
議員、専門部の部長、専門委員会の委員
長の皆さん、この日は都合をつけて参加
して下さい。分会は配慮して下さい。

高教組

人事折衝

今春の異動は

711人

特
殊
事
情
説
明
書
８
５
％
配
慮

臨
時
採
用
２
２
３
人
な
ど
明
ら
か
に

年
度
当
初
の
取
り
組
み

仕
掛
け
が
大
事



高
教
組
は
各
支
部
単
位
に
分
会
長
と
支
部
役
員
合
同
の
会

き
、
全
員
で
１
４
人
の
参
加

る
。
高
野
連
の
会
長
は
長
崎

長
崎
高
教
組
は
こ
の
よ
う

議
を
３
月
下
旬
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
従
来
行
っ

職
場
集
会
の
持
ち

が
あ
り
ま
し
た
。

権
威
の
誇
示

北
陽
台
の
校
長
と
な
っ
て
い

な
人
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
続

て
き
た
、
県
下
の
分
会
長
・
支
部
役
員
合
同
会
議
を
、
支
部

方
や
車
出
張
で
交

藤
田
先
生
の
挨
拶
で
は
、

あ
る
地
域
の
学
校
の
管
理

る
。

け
て
き
た
組
織
で
あ
る
。
感

や
分
会
の
実
情
に
合
わ
せ
て
意
思
疎
通
を
よ
り
図
る
と
と
も

流

か
つ
て
校
内
暴
力
が
激
し
か

職
に
就
任
し
た
ら
必
ず
挨
拶

進
学
指
導
（
模
試
）
や
高

謝
し
な
が
ら
職
務
に
励
も

に
、
年
度
初
め
の
取
り
組
み
の
徹
底
を
期
し
た
も
の
で
す
。

っ
た
こ
ろ
の
学
校
の
状
況
に

に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

総
体
開
会
式
が
行
き
過
ぎ
で

う
。

３
月
２
７
日
は
大
村
地
区
、
３
１
日
長
崎
地
区
、
４
月

大
村
支
部
は
、
大
場
書
記

も
ふ
れ
な
が
ら
、｢

い
つ
も

Ｏ
Ｂ
宅
が
あ
る
と
聞
く
。
礼

は
な
い
か
と
い
う
声
を
よ
く

３
日
は
佐
世
保
・
北
松
支
部
に
よ
る
県
北
で
開
催
。

長
（
当
時
）
「
職
場
・
支
部

職
場
の
仲
間
と
い
う
こ
と
を

を
失
し
た
ら
、
そ
れ
と
な
く

聞
く
。
そ
ん
な
な
か
、
本
年

こ
の
う
ち
大
村
支
部
の
状
況
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

活
動
の
主
な
取
り
組
み
と
進

意
識
し
て
教
員
生
活
を
送
っ

要
求
さ
れ
る
と
い
う
。
行
っ

度
、
進
研
協
と
高
体
連
の
事

豊
か
な
人
間
関
係

め
方
」
の
提
起
を
受
け
て
話

て
き
た
が
、
ど
こ
の
職
場
に

た
と
し
て
も
た
だ
た
だ
Ｏ
Ｂ

務
局
管
轄
高
が
変
わ
っ
た
。

県
教
委
各
課
や
共
済
、
互

が
す
す
み
ま
し
た
。さ
ら
に
、
も
組
合
の
仲
間
が
い
て
心
強

の
機
嫌
を
損
な
わ

助
な
ど
の
事
務
局
を
高
教
組

職
場
の
実
態
か
ら
職
場
集
会

か
っ
た｣

と
語
ら
れ
ま
し
た
。
な
い
よ
う
に
頭
を

役
員
就
任
の
挨
拶
で
訪
ね

の
開
き
方
や
新
年
度
か
ら
導

ま
た
、
新
旧
の
分
会
長
か

下
げ
る
だ
け
で
あ

た
。

入
さ
れ
る
自
家
用
車
出
張
に

ら
は
、｢

管
理
職
が
強
圧
的

る
こ
と
は
想
像
つ

各
課
と
も
、
Ｐ
Ｃ
を
前
に

関
わ
る
疑
問
な
ど
を
出
し
交

で
き
つ
い
時
も
あ
っ
た
が
、

く
。
Ｏ
Ｂ
と
し
て

黙
々
と
仕
事
が
こ
な
さ
れ
て

流
し
ま
し
た
。

大
会
や
中
央
委
員
会
で
の
活

権
威
を
誇
示
す
る
儀
式
で
あ

現
場
の
声
に
応
え
た
改
善
が

い
た
。
こ
の
情
景
を
指
し
て

発
な
議
論
を
聞
い
て
元
気
づ

ろ
う
が
、
こ
れ
が
続
く
と
こ

見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

県
教
委
に
い
た
こ
と
が
あ

き
つ
い
と
き
議
論
で

け
ら
れ
た｣

｢

今
度
の
異
動

ろ
に
異
常
さ
を
感
じ
る
。

る
、
あ
る
校
長
は
「
ブ
ロ
イ

元
気
づ
け
ら
れ
る

で
、
子
ど
も
が
い
る
の
に
離

組
合
の
世
話

ラ
ー
の
舎
」
に
例
え
て
い
た

島
に
転
勤
に
な
っ
て
単
身
赴

あ
る
支
部
の
分
会
長
・
支

こ
と
を
悲
し
く
も
思
い
出
し

新
分
会
長
会
に
続
い
て
行

任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
未

校
長
と
他
の
ポ
ス
ト

部
役
員
会
の
席
で
、
簡
単
な

た
。

わ
れ
た
退
職
者
慰
労
会
・
新

組
の
女
性
の
例
が
複
数
あ
っ

ど
こ
の
校
長
に
座
る
か
に

自
己
紹
介
が
あ
っ
た
。
あ
る

現
場
で
子
ど
も
と
向
き
合

旧
分
会
長
及
び
支
部
役
員
懇

た
。
こ
う
い
う
人
事
を
さ
せ

よ
っ
て
、
教
育
や
福
利
等
に

支
部
役
員
の
ひ
と
り
は
「
長

う
私
た
ち
は
、
誰
に
対
し
て

▼
写
真
は
大
村
支
部
の
退
職
者

親
会
に
は
、
３
月
末
で
退
職

な
い
保
険
の
意
味
で
も
組
合

関
わ
る
団
体
・
組
織
の
職
務

く
組
合
員
で
あ
っ
た
が
、
こ

も
背
を
向
け
る
こ
と
な
く
、

慰
労
会
で
挨
拶
す
る
藤
田
加
代

さ
れ
る
藤
田
加
代
子
先
生

に
入
ろ
う
と
呼
び
か
け
た

が
回
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、

の
歳
に
し
て
初
め
て
重
責
を

時
に
話
に
花
を
咲
か
せ
、
時

子
さ
ん

(

大
村
城
南)
や
高
退
教
の
中

い｣

な
ど
の
発
言
も
あ
り
、

か
つ
て
は
校
長
会
の
会
長
は

担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
皆
さ

に
笑
い
、
時
に
厳
し
く
や
り

添
賢
治
さ
ん(
元･
大
村
工

杯
を
傾
け
つ
つ
組
合
の
役
割

長
崎
東
の
校
長
が
務
め
て
い

ん
の
お
世
話
が
で
き
る
こ
と

と
り
・
・
・
人
間
関
係
を
豊

業)

に
も
出
席
し
て
い
た
だ

を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。

た
が
、
い
ま
は
長
崎
西
で
あ

を
光
栄
に
思
う
」と
述
べ
た
。
か
に
し
て
い
き
た
い
。

ようこそ 今日こそ 高教組 ようこそ 今日こそ 高教組

思
い
・想
い
・重
い
・

フ
ァ
イ
ル

「どこの職場にも組合の
仲間がいて心強かった」

大村支部

（注）共闘関係などは省いています。

お願い：話題を編集部に届けてください。

(昭和38年8月12日第三種郵便物認可）毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞(２) 第1468号 ２０１０年４月１日（木）

■2010年度 本部役員・業務分担■（敬称略）

下のような体制で動いています。専従役員は
ひとりですが、職場の要求を実現するために精
一杯やります。

○本部役員
執行委員長 平井 秀治 (長崎北陽台高）
副執行委員長 森 文明（鳴滝高夜間）
書 記 長 馬場 隆 (専従 諫早農業高）
書記次長 寺田 杉 (小浜高）
執行委員 福田 光芳（鳴滝高通信）
〃 大場 雅信 (鳴滝高通信）

監査委員 今泉 宏 （鳴滝高夜間）
〃 立川 浩 （島原工業）

▲平井執行委員長 ▲馬場書記長

○業務分担
《業 務》 《執行委員》 《書 記》

・庶務 馬場 山崎・大場

・会計 大場・馬場

収入 委託(組合費)

支出・カンパ 大場

救援業務 森永

共済 山崎

会館管理 馬場

・情宣

定期新聞 平井

速報 馬場

高教組 HP担当 大場

・組織(拡大・強化) 平井 山崎

・専門部等

青年部 寺田 大場

事務・現業職員部 平井 山崎

実習教員部 寺田 森永

女性部 森 山崎

定通部 福田

障害児教育部 森 森永

司書部専門委員会 福田 森永

養護教諭専門委員会 大場 山崎

海事職 大場

臨教対策 平井 大場

選挙管理委員会 馬場 山崎

・生活・権利 馬場

(賃金･社会保障･法制を含む)

・教育文化 寺田・森 森永

・教育財政（全般） 馬場 山崎

・教育全国署名 大場

・人事 馬場

・全教共済・自動車 大場 山崎・森永・

町田

 


